
 

 

 

支払基金統一事例 

【 医学管理等 】 

 

４９８ 特定疾患療養管理料と慢性維持透析患者外来医学管理料の併算定につ

いて 

 

《令和７年４月３０日》 

 

○ 取扱い 

 

Ｂ000 特定疾患療養管理料とＢ001「15」慢性維持透析患者外来医学管理料

の併算定は、原則として認められる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

特定疾患療養管理料は、厚生労働省告示※１に「別に厚生労働大臣が定める

疾患を主病とする患者に対して、治療計画に基づき療養上必要な管理を行っ

た場合」に算定する旨示されている。 

また、慢性維持透析患者外来医学管理料は、厚生労働省通知※２に「安定し

た状態にある慢性維持透析患者について、特定の検査結果に基づいて計画的

な治療管理を行った場合」に算定する旨示されている。 

同通知※２特掲診療料の通則に同一月に算定できない医学管理等が示されて

いるが、この中に特定疾患療養管理料は含まれているが慢性維持透析患者外

来医学管理料は含まれておらず、特定疾患療養管理料と慢性維持透析患者外

来医学管理料に係る厚生労働省通知等においても双方の併算定が不可である

旨示されてはいない。 

以上のことから、Ｂ000 特定疾患療養管理料とＢ001「15」慢性維持透析患

者外来医学管理料の併算定は、原則として認められると判断した。 

 

（※１）診療報酬の算定方法 

（※２）診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について 
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